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鉄
道
や
路
線
バ
ス
、
デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
な
ど
の
公
共
交
通
は
、
わ

た
し
た
ち
の
生
活
を
支
え
る
大
切
な
移
動
手
段
で
す
。
本
格
的
な
少
子

高
齢
社
会
の
到
来
や
ま
ち
づ
く
り
の
観
点
か
ら
も
、
公
共
交
通
の
果
た

す
役
割
は
ま
す
ま
す
大
き
く
な
っ
て
い
ま
す
。

◆
困
っ
た
と
き
に
頼
り
に
な
る
の

　

は
や
っ
ぱ
り
公
共
交
通
機
関

　

自
動
車
を
運
転
で
き
、
元
気
に

歩
け
る
間
は
問
題
あ
り
ま
せ
ん
が
、

病
気
に
な
っ
た
り
、
足
腰
が
弱
く

な
っ
た
り
し
て
自
由
に
動
け
な
く

な
っ
た
と
き
、
や
は
り
、
頼
り
に

な
る
の
が
、
公
共
交
通
機
関
で
す
。

ま
た
、
高
校
生
の
通
学
や
運
転
免

許
証
を
保
持
し
て
い
な
い
方
の
通

院
、
買
い
物
な
ど
、
町
民
生
活
に

欠
か
す
こ
と
が
で
き
な
い
貴
重
な

地
域
の
移
動
手
段
で
す
。

◆
白
鷹
町
を
運
行
す
る
公
共
交
通

　

白
鷹
町
で
は
、

①
デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー

②
鉄
道

③
路
線
バ
ス
（
山
交
バ
ス
、
住
民

混
乗
型
ス
ク
ー
ル
バ
ス
）
の
３
つ

の
公
共
交
通
が
運
行
さ
れ
て
い
ま

す
。
こ
れ
ら
３
つ
の
公
共
交
通
機

関
の
連
携
を
と
り
な
が
ら
町
民
の

貴
重
な
移
動
手
段
と
し
て
運
行
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

白
鷹
町
の
路
線
バ
ス
に
つ
い
て

は
、
山
交
バ
ス
株
式
会
社
が
山
形

市
〜
長
井
市
間
を
運
行
す
る
通
称

「
や
ま
び
こ
ラ
イ
ナ
ー
」
と
、
大

瀬
〜
荒
砥
間
、
中
山
〜
荒
砥
間
を

運
行
す
る
住
民
混
乗
型
ス
ク
ー
ル

バ
ス
が
あ
り
ま
す
。

や
ま
び
こ
ラ
イ
ナ
ー

　

県
都
山
形
市
と
町
を
結
ぶ
貴
重

な
交
通
手
段
で
す
。
通
勤
、
通
学

の
利
用
は
も
ち
ろ
ん
、
買
い
物
や

通
院
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
目
的
で
町

民
の
方
に
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

時
刻
、
料
金
に
つ
い
て
は
、
左

記
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ　
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ス
ク
ー
ル
バ
ス
（
住
民
混
乗
型
）

　

バ
ス
に
つ
い
て
は
、
鷹
山
、
下

山
地
区
の
通
勤
・
通
学
で
の
利
用

と
し
て
、
ス
ク
ー
ル
バ
ス
と
住
民

の
混
乗
運
行
で
、
町
内
企
業
や
荒

砥
高
校
の
始
業
時
刻
に
合
わ
せ
て

運
行
し
て
い
ま
す
。

　

地
区
間
を
結
ぶ
町
民
の
移
動
手

段
と
し
て
貴
重
な
役
割
を
担
っ
て

い
ま
す
。

）

　

白
鷹
町
で
の
鉄
道
と
い
え
ば
山

形
鉄
道
株
式
会
社
が
運
行
す
る
フ

ラ
ワ
ー
長
井
線
で
す
。
荒
砥
〜
赤

湯
間
を
運
行
し
、
市
町
間
を
運
行

す
る
基
幹
交
通
と
し
て
の
役
割
を

担
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
沿
線
の

高
校
を
中
心
と
し
た
通
学
、
通
勤

の
移
動
手
段
と
し
て
の
貴
重
な
交

通
機
関
で
す
。
し
か
し
、
近
年
の

少
子
化
の
影
響
に
よ
り
、
利
用
者

が
減
少
し
て
い
ま
す
。
地
域
の
鉄

道
を
守
る
た
め
、
地
域
の
イ
ベ
ン

ト
や
新
幹
線
を
ご
利
用
の
際
な
ど

に
は
ど
う
ぞ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ　
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鉄
道
と
路
線
バ
ス
の
利
用
者
に

つ
い
て
は
、
自
動
車
保
有
率
の
増

加
、
少
子
化
の
影
響
等
に
よ
り
年

々
減
少
し
て
い
ま
す
。
今
後
、
こ

の
よ
う
な
状
況
が
続
く
と
各
路
線

の
経
営
状
況
に
よ
り
廃
線
や
減
便

な
ど
が
心
配
さ
れ
ま
す
。
デ
マ
ン

ド
タ
ク
シ
ー
に
つ
い
て
は
、
平
成

20
年
の
運
行
開
始
以
降
、
利
用
者

の
定
着
化
に
よ
り
年
々
増
加
し
て

い
る
状
況
で
す
。




